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岸
田
文
雄
首
相
は
４
月
、
国
賓
と
し
て

米
国
を
訪
問
し
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
日

米
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
で
軍
事
力
を
増
強
し
、
影
響
力
を
高

め
る
中
国
な
ど
を
念
頭
に
、
日
米
同
盟
の

深
化
と
連
携
強
化
を
確
認
し
た
ほ
か
、
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
次
世
代
太
陽
電
池
な

ど
先
端
技
術
で
の
連
携
や
宇
宙
協
力
で
合

意
し
た
。
岸
田
首
相
は
米
連
邦
議
会
の
上

下
両
院
合
同
会
議
で
も
演
説
し
、
日
本
の

貢
献
を
う
た
っ
て
万
雷
の
拍
手
を
浴
び

た
。
日
本
の
首
相
が
国
賓
待
遇
で
米
国
を

公
式
訪
問
す
る
の
は
９
年
ぶ
り
。
低
支
持

率
か
ら
の
挽
回
を
狙
う
岸
田
首
相
と
、
11

月
の
大
統
領
選
を
優
位
に
進
め
た
い
バ
イ

デ
ン
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
は
、
互
い
の

思
惑
が
一
致
し
た
も
の
に
な
っ
た
。

　
相
互
運
用

　

今
回
の
会
談
の
目
玉
は
、
中
国
の
軍
事

力
増
強
や
北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発

計
画
な
ど
を
背
景
に
、
自
衛
隊
と
在
日
米

軍
の
連
携
を
強
化
し
、
指
揮
・
統
制
の
枠

組
み
見
直
し
で
合
意
し
た
こ
と
だ
っ
た
。　

　

日
本
は
２
０
２
４
年
度
末
に
、
陸
海
空

の
３
自
衛
隊
を
一
元
的
に
指
揮
す
る
統
合

作
戦
司
令
部
を
発
足
さ
せ
る
予
定
だ
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
米
国
は
、
在
日
米
軍
の
体

制
も
強
化
し
て
、相
互
運
用
性
を
高
め
る
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
会
談
後
の
記
者
会

見
で
「
指
揮
統
制
の
構
造
を
現
代
化
し
、

米
軍
と
自
衛
隊
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

効
果
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
相
互
運
用
性

を
高
め
る
。
こ
れ
は
同
盟
始
ま
っ
て
以
来

最
も
重
要
な
向
上
だ
」
と
胸
を
張
っ
た
。

　

岸
田
首
相
も
「
米
軍
と
自
衛
隊
の
相
互

運
用
性
を
強
化
す
る
た
め
、
指
揮
統
制
枠

組
み
向
上
を
含
め
安
全
保
障
・
防
衛
協
力

の
強
化
で
一
致
し
た
」
と
応
じ
、
外
交
防

衛
の
課
題
を
話
し
合
う
次
回
の
日
米
安
全

保
障
協
議
委
員
会
（
２
プ
ラ
ス
２
）
に
向

け
具
体
的
な
議
論
を
進
め
る
と
述
べ
た
。

　

覇
権
主
義
的
な
動
き
を
強
め
る
中
国
な

ど
に
対
抗
す
る
狙
い
だ
が
、
部
隊
の
運
用

性
が
高
ま
る
一
方
で
、
指
揮
・
命
令
系
統

説
し
た
岸
田
首
相
は
上
機
嫌
だ
っ
た
。

　

演
説
は
「
未
来
に
向
け
て
～
我
々
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
～
」
と

題
し
て
英
語
で
行
わ
れ
た
。
外
国
首
脳
に

よ
る
合
同
会
議
で
の
演
説
は
特
別
な
機
会

に
限
ら
れ
、
親
密
さ
や
重
要
性
の
尺
度
と

な
る
。
こ
れ
ま
で
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や

フ
ラ
ン
ス
が
各
９
回
と
最
も
多
く
、
日
本

は
２
０
１
５
年
に
安
倍
晋
三
元
首
相
が
演

説
し
た
の
に
続
き
２
回
目
だ
。
前
駐
日
大

使
の
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ハ
ガ
テ
ィ
上
院
議
員

ら
が
岸
田
氏
の
演
説
を
求
め
る
書
簡
を
、

招
待
の
権
限
を
持
つ
共
和
党
の
マ
イ
ク
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
下
院
議
長
に
送
る
な
ど
し
て

演
説
が
実
現
し
た
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
」
に
つ
い

て
語
っ
た
部
分
で
は
、
こ
れ
ま
で
独
力
で

国
際
秩
序
を
維
持
し
て
き
た
米
国
の
「
孤

独
感
」
や
「
疲
弊
」
に
思
い
を
巡
ら
せ
「
米

国
の
最
も
親
し
い
友
人
、
ト
モ
ダ
チ
と
し

て
、
日
本
国
民
は
自
由
の
存
続
を
確
か
な

も
の
に
す
る
た
め
米
国
と
と
も
に
あ
る
」

思
惑
が
一
致
し
た
日
米
首
脳
会
談

～
日
本
に
よ
る
今
後
の
大
き
な
貢
献
？
～

Ⅰ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

泉
　
洋
海

日本の国会では、こんな素晴らしい拍手を受けたことはない

な
ど
で
米
軍
と
の
一
体
化
が
強
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
懸
念
も
強
い
。

　
ト
モ
ダ
チ

　
「
日
本
の
国
会
で
は
、
こ
ん
な
素
晴
ら

し
い
拍
手
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
」
―
。

米
連
邦
議
会
の
上
下
両
院
合
同
会
議
で
演
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と
語
り
か
け
た
。

　

そ
の
上
で
、「
自
由
と
民
主
主
義
」
を

守
る
た
め
に
、「
日
本
は
米
国
と
肩
を
組

ん
で
共
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
米
国
は

独
り
で
は
な
い
。
日
本
は
米
国
と
と
も
に

あ
る
」
と
し
て
米
国
と
と
も
に
闘
う
と
強

調
。
さ
ら
に
、
日
本
は
「
第
２
次
世
界
大

戦
の
荒
廃
か
ら
立
ち
直
っ
た
控
え
め
な
同

盟
国
か
ら
、
外
の
世
界
に
目
を
向
け
強
く

コ
ミ
ッ
ト
（
関
与
）
し
た
同
盟
国
へ
と
変

革
し
て
き
た
」
と
日
本
の
変
貌
を
語
り
、

首脳会談は、互いの思惑が一致したものになった

日
本
が
、
秋
の
大
統
領
選
で
、
共
和
党
の

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
勝
利
す
る
シ
ナ
リ

オ
も
想
定
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

現
に
下
院
に
続
き
、
上
院
は
ロ
シ

ア
か
ら
の
侵
略
を
受
け
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
向
け
支
援
約
６
１
０
億
ド
ル
（
約

９
兆
４
０
０
０
億
円
）
を
含
む
追
加
予
算

を
可
決
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
署
名
し
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
武
器
や
装
備
品
が
順
次

送
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
安
全
保
障
関
連
追
加
予
算
の
審

議
で
は
、
下
院
で
シ
ド
ニ
ー
・
キ
ャ
マ
ラ

ガ
ー
＝
ド
ー
ブ
下
院
議
員
（
民
主
・
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
）
が
「
日
本
の
総
理
が
議
会

で
、
日
本
と
こ
の
地
域
に
は
米
国
が
必
要

で
、
米
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
私
た
ち
の
側

に
い
て
く
れ
る
と
述
べ
た
。
私
た
ち
に
必

要
な
の
は
存
在
感
を
示
す
こ
と
だ
け
だ
」

と
岸
田
氏
の
言
葉
を
引
用
し
演
説
を
展
開

し
た
。

　

米
国
の
安
保
政
策
の
柱
は
、
同
盟
国
に

軍
事
的
貢
献
を
求
め
る
「
統
合
抑
止
」
だ
。

今
回
の
会
談
と
岸
田
氏
の
演
説
か
ら
、
バ

イ
デ
ン
氏
と
米
国
は
、
日
本
に
よ
る
今
後

の
大
き
な
貢
献
を
読
み
取
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
決
し
て
後
戻
り
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。

撃
能
力
）
の
保
有
に
も
踏
み
込
ん
だ
。

　

た
だ
、
岸
田
氏
は
演
説
で
「
日
本
国
民

は
自
由
の
存
続
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
に
米
国
と
と
も
に
あ
る
」
と
胸
を
張
っ

た
が
、
国
民
へ
の
具
体
的
な
説
明
は
こ
れ

か
ら
だ
。「
米
国
は
独
り
で
は
な
い
」
と

言
っ
て
も
そ
れ
は
あ
る
意
味
、
空
手
形
を

切
っ
た
よ
う
な
も
の
。
米
国
を
喜
ば
せ
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
日
本
国
民
に
は
響
か

な
い
。
前
回
、
安
倍
元
首
相
が
や
は
り
米

議
会
の
演
説
で
「（
集
団
的
自
衛
権
の
公

使
を
一
部
可
能
に
す
る
な
ど
の
）
安
全
保

障
法
制
の
関
連
法
案
を
夏
ま
で
に
成
立
さ

せ
る
」
と
表
明
し
た
の
と
同
じ
だ
っ
た
。

　
大
い
な
る
貢
献

　

今
回
の
首
脳
会
談
は
、
バ
イ
デ
ン
氏
に

よ
り
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
上
下
両
院
で
は
党
派
対
立
が
激

し
く
、
ロ
シ
ア
と
戦
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援

の
予
算
も
長
く
議
会
を
通
過
し
な
か
っ

た
。
党
派
を
超
え
て
唯
一
同
意
で
き
る
の

が
中
国
政
策
だ
。
そ
こ
へ
日
本
の
首
相

が
「
米
国
は
独
り
じ
ゃ
な
い
、
自
分
た
ち

も
や
り
ま
す
」
と
名
乗
り
を
上
げ
、
内
向

き
傾
向
が
懸
念
さ
れ
る
米
議
会
を
鼓
舞
し

た
の
は
、
バ
イ
デ
ン
氏
に
よ
る
安
全
保
障

政
策
の
背
中
を
押
す
こ
と
に
な
る
。
た
だ

「
今
や
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ

た
」
と
宣
言
し
た
。
演
説
で
は
、
10
回
に

わ
た
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
あ
っ
た
と
い
う
。
確
か
に
米
国
に
と
っ

て
は
聞
き
心
地
が
い
い
演
説
だ
ろ
う
。

　

元
駐
米
大
使
の
杉
山
晋
輔
氏
は
、
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
で
行
っ
た
会
見
で
、
岸
田
首

相
の
演
説
を
「
自
由
や
民
主
主
義
、
自
由

経
済
を
守
る
た
め
に
、
必
要
が
あ
れ
ば
米

国
と
と
も
に
闘
う
の
が
日
米
同
盟
の
本

質
。
米
国
と
一
緒
に
い
る
と
の
覚
悟
を
示

さ
れ
た
」
と
評
価
。
そ
れ
は
、
必

ず
し
も
米
国
と
同
じ
政
策
を
取
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

「
ア
グ
リ
ー
・
ツ
ー
・
デ
ィ
ス
ア

グ
リ
ー
」。
つ
ま
り
「
意
見
が
違

う
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
だ
」

と
付
け
加
え
た
。

　
空
手
形

　

安
倍
元
首
相
時
代
に
外
相
も
務

め
、
日
米
同
盟
の
重
要
性
を
知
る

岸
田
首
相
は
、
周
到
に
準
備
を
進

め
て
き
た
。日
本
は
２
０
２
２
年
、

２
０
２
７
年
度
ま
で
に
防
衛
予
算

を
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
２

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
よ
う
増
額

を
決
め
、
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻


